
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区の子育て支援関係者向け情報紙  第 54 号  

に こ で    ～ 和 手 ～
2025 年冬号   南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹  発行  

「にこで～和手～」第 54 号 
【発行】南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 

(サポートルーム)  

〒232-0056 南区通町 4-115 アイルイン弘明寺２階  

TEL:720-3655 FAX:715-3815 MAIL：info@haghagnoki.jp  

★年 4回発行しています。ご意見ご感想お待ちしています！ 

今年は 12月 22日が冬至ですが、もっとも日の入り時間が早いのは 12月上旬なので、これからは徐々に夕

方が明るくなってきます。寒さはこれからが本番ですが、その中にも春に向けた動きは徐々に進んでいるんで

すね。 乾燥の季節でもありますので、喉や肌に潤い補給して元気に過ごしていきましょう！ 

はぐはぐの樹主催 子育て支援関係者向け講座 

 

 

～相手思いの「やさしい日本語」でコミュニケーション～ 

「やさしい日本語」は通常の日本語よりも簡単で分かりやすい言葉です。 
外国人や子ども、障がいのある方たちなどにも情報が伝わるように考えられています。 

日 時 2026年 1月 30日（金）14:00～16:00（入室開始 13:45） 

会 場 大岡地区センター 2階中会議室 （南区大岡 1-14-1） 

講 師 小林 航大さん （公益財団法人横浜市国際交流協会） 

対 象 子育て支援関係者 子育て中の方  

テーマに関心がある方 先着 30人 

参加費 無料 

申込み 右記 QRコードよりお申込みください。 

◆◆◆感染症予防に頼りになる情報発信あります！◆◆◆ 
まずは度々ご紹介している、市民向け情報『感染症に気をつけよう！』（毎月中旬頃発行）利用者さんへの注意

喚起にサロンや施設に掲示するのに適しています。 

また、横浜メディカルダッシュボードは「横浜市が保有する様々な医療・保健データを、グラフや地図などの方法

により、視覚的に分かりやすく表示しているもの」で全市的なデータだけでなく、区ごとの感染 

状況なども簡単に確認できるようになっています。 

そして、今年の夏に新たに開設された横浜市衛生研究所公式インスタグラム。感染症に関 

する情報がタイムリーに発信されるだけでなく、食品・医薬品、生活環境に関する検査・研究 

を通じて、生活に役立つ情報も随時更新され 

ています。 



はぐはぐの樹の〝布おもちゃ・シアター類” をご紹介します！ 

期間 数 利用対象 利用方法など 

２週

間 

同時に 

3点 

まで 

「南区子育てもっとネッ

ト」「南区子育てサーク

ル」の参加団体・施設等 

(その他、応相談) 

★はぐはぐの樹交流スペースにお越しください。貸出希望日の２か月

前から、電話（715‐3728）で予約することもできます。 

★貸し出しノートにお名前・連絡先・所属などを記入してください。 

★希望が重なったときは日程や貸出期間を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、絵本・書籍・紙芝居の貸し出しも行っています。 

詳しくは、はぐはぐの樹ホームページの「子育てを応援 

する皆さんへ」をご覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪『お花が笑った』手袋シアター≫ 

♪お花が笑った～♪の歌に合わせ

て、一つずつ指を立てて手を開いてい

きます。他に『キャベツの中から』の

手袋シアターがあります。 

≪プレイパラシュート（パラバルーン）≫ 

直系３メートル、黄・緑・赤・青４色とカラフ

ルです。皆で円になって座り、プレイパラシュー

トの縁をもって上げたり下げたりゆすったりしま

す。インターネットで検索すると年齢に合わせた

様々な遊び方が紹介されていますよ。他に『バイ

キンマンの的当て』『アンパンマン綱引き』『星釣

り』の布おもちゃがあります。 

≪『手をたたきましょう』 

パネルシアター≫ 

♪手をたたきましょう♪の歌

に合わせて一緒に体や表情も動

かして楽しみます。他に『みん

なの広場』『まんまるさん』『カ

レーライス』『にんじんさん・だ

いこんさん・ごぼうさん これな

あに？』『かくれんぼ』『森のク

リスマス』のパネルシアターが

あります。 

≪『たまごの中から』エプロンシアター≫ 

「たまごの中から何が出てくるかな？」と

ワクワクしたり、中から出てくるいろいろな

生き物の鳴き声を楽しんだり、♪まあるいた

まごがパチンと割れて♪の歌に合わせること

もできます。他に『まるさんかくしかく』

『カレーライス』のエプロンシアターがあり

ます。 

赤ちゃんとの直接のふれあいで高校生の意識が変化 
家庭科の保育の授業などの一環として、中高生と乳幼児親子との「ふれあい体験」の場が各地で開催され

ています。11月に南・西・中の３区の地域子育て支援拠点と横浜商業高校で行った交流会では、その前後

で高校生の意識に大きな変化が見られました。右記   問 子どもを持ち、育てたいと思いますか？  

以外の設問でも、子ども・子育てに対してポジテ     交流会前          交流会後 

ィブなイメージが増加していて、短時間のふれあ 

いでも高校生の柔らかい感性に届くものがあると 

実感しました。 

 また、参加した親子にとっても中高生とのふれ 

あいは貴重な機会になったようで、参加後のアン 

ケートでは「人見知りが多少あったが、だんだん 

中学生の方に興味を示していく様子もあり、我が子 

の成長も見ることができた。」「自分も改めて子育て 

を振り返る機会になった。」などの感想がありました。 問 子育てのイメージで当てはまるものは？ 

将来の親世代への働きかけとして、こうした         生きがいになる 前 56.1％⇒後 75.6％ 

取り組みが広がっていくと良いと思います。  パートナーや家族との絆が増える 前 57.7％⇒後 74.4％ 


